
スバル

DBA-LA600F
LA600F-0010281～LA600F-0010578
令和元年5月9日～令和元年6月20日

基準不適合状態にあると認
める構造、装置又は性能の
状 況 及 び そ の 原 因

改 善 措 置 の 内 容

ステラ、プレオプラス、シフォン、サンバーのリコールについて

備　考

令和5年5月26日、株式会社SUBARUにステラ、プレオプラス、シフォン、サンバーを供給しておりますダイハツ工業
株式会社より、国土交通省にリコールを届け出いたしました。

燃料装置（燃料ポンプ）

リコール対象車の
台数

車　名 型　式 通 称 名
リコール対象車の

車台番号の範囲及び製作期間

2023年5月26日

5321 リコール開始日 令和5年5月26日

不 具 合 の 部 位 （ 部 品 名 ）

《 エンジンの不調を感じたら 》
エンジンを始動する時に掛かりにくい、走行中に加速しない、振動するなどのエンジン不調と思われる症状が発生した場
合は、可能な限りお車のご使用を控えていただき、お早めにSUBARU販売店までご連絡下さい。

なお、万が一走行中にエンストが発生した場合は、ただちに車を安全な場所に停めて、非常点滅表示灯（ハザード）を
点滅させてください。特に、高速道路で発生した場合は、周囲の走行車両にご注意いただき、ハザードを点滅させなが
ら、十分な幅のある路肩や路側帯へ車を寄せて停め、同乗者をガードレールの外側などに避難させてから、停止表示器
材（無い場合は発炎筒）を車両後方に置き、運転者の方もガードレールの外側などに避難してください。

リ コ ー ル 届 出 番 号

燃料ポンプのインペラ（樹脂製羽根車）において、成形条件が不適切なため、樹
脂密度が低くなって、燃料により膨潤して変形することがある。そのため、インペ
ラがポンプケースと接触して燃料ポンプが作動不良となり、最悪の場合、走行中
エンストに至るおそれがある。

  全車両、燃料ポンプを対策品と交換する。

(計8型式) (計4車種) （計 5,827 台）

429

(製作期間の全体の範囲)
令和元年5月9日～令和元年9月2日

S500J-0006238～S500J-0006666
令和元年5月9日～令和元年9月2日

1,485
S510J-0027652～S510J-0029138

令和元年5月9日～令和元年9月2日

LA350F-0009085～LA350F-0010239
令和元年5月9日～令和元年9月2日

1,155

EBD-S500J

1,252

DBA-LA160F
LA160F-2600697～LA160F-2601345
令和元年5月9日～令和元年8月30日

649

「プレオプラス」

「ステラ」

5BA-LA350F

5BA-LA360F
LA360F-0003362～LA360F-0003806
令和元年5月9日～令和元年8月30日

445

DBA-LA150F
LA150F-2601503～LA150F-2602754
令和元年5月9日～令和元年9月2日

295

DBA-LA610F

「シフォン」

EBD-S510J

「サンバー
トラック」

LA610F-0004550～LA610F-0004666
令和元年5月9日～令和元年6月19日

117
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